
2023 年度 活動方針 

 

共同世話人 

今村文彦、細谷隆、武田真一 

◎運営の確認 

 ・共同世話人は、2015 年 4 月の発足時から担当する今村文彦、武田真一と河北新報社防

災・教育室の代表者の 3 名が務める 

 ・河北代表者は安野賢吾の転任に伴い、後任の細谷隆が務める 

 ・会場は河北新報社とし、事務局役は武田が担う 

  

◎当面の基本的な考え方 

・産学官民、メディアがゆるやかに連携し、互いの活動を共有し、情報や意見を交換す

る「場」の機能を重視しながら、震災伝承と防災啓発の強化と発信に取り組む 

・震災 10 年に向けて企画、実施したプロジェクトの成果を引き継ぎ、10 年以降の活動

につなげ、さらに新しいプロジェクトを生み出すために、連携と協働に取り組む 

 

◎プロジェクトの推進と立案 

❶発足以来の基本プロジェクトの確認と推進 

 ・拠点組織の設立 

・外部向けの発信強化と教訓伝承・防災啓発策の提案と実現 

・報道機関と研究機関の連携強化 

※以上 3 点の取り組みについて引き続き、円卓会議の活動目標として維持し、可能

な限り前進を図る 

❷新しいプロジェクトの模索 

 ・震災 10 年プロジェクトの成果を引き継いだ企画の検討と実施 

 ・震災 10 年を経て、新しく取り組むプロジェクトの立案 

   ※以上 2 点について、活発な議論と実施に向けた体制を整える 

 

◎今後の進め方 

・例会は隔月開催を基本にする 

・5 月、7 月、9 月、12 月、2 月の第三金曜日 17.00 を基本に柔軟に設定 

・コロナ禍の状況も踏まえながら対面開催を基本に開催 

・活動報告、随時報告を継続し、活動の共有と情報の交換を推進 

・プロジェクトの立案、協議を推進 

                                     以 上 


